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日常生活史1氏 の場合
「1900年 か ら1933年 までのブラウンシュヴァイ クにお ける

労働者 の 日常生活」(そ の九)

宝 福 則 子

は じめ に

本 稿 は,『 人 文 研 究 』 第91・97・98・99・101・103・105・107輯 に続 く,

「1900年 か ら1933年 ま で の ブ ラ ウ ン シ ュ ヴ ァイ ク に お け る 労 働 者 の 日常 生

活 」 の イ ン タ ビ ュー 資 料 分 析 シ リー ズ の ひ とつ で あ る。 この 資 料 の 由 来 や 分

析 方 法 等 にっ い て は,第91輯 を参 照 さ れ た い 。

今 回利 用 した,当 該 資 料 は,1980年1月24日10時 よ り13時30分 まで,
)

1氏 のブラウンシュヴァイクの自宅でインタビュー した内容 を,A4タ イプ

用紙39ペ ージに書 き起 こしたものである。ここで,参 考のため,1氏 の略歴

と両親について簡単 に記す。

1904年8月4日

1918～1922年

1929年 ～

1919～1933年

1924～1933年

1930年 以 降

1929～33年

役職:児 童体操指導者,青 少年体操指導者,

工同盟副議長兼会計係(1926～1933年)

1929年11月30日 洗濯物 のアイロンかけ人 と結婚

ブラウンシュヴァイクで誕生

機械工,1922～1929年 ボイラーマン補助員

機械組立工

自由体操協会,ド イツ金属労働者同盟

ドイツ ・ライヒスバンナー

SPD

ドイツ ・フリーメーソン協会

ドイツ金属労働者同盟傘下配管
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父:1876年 にベアスムのクライン・フレーテで誕生,1962年 に西ベル リンで

死亡。農業労働者,1916年 まで御者,1918年 か ら1920年 までビュッシ

ング社の工場労働者,1920年 から1941年 まで道路清掃人お よび家屋管

理人,ブ ラウンシュヴァイク軽騎馬兵会員。

母:ハ ルツ地方のシャーペ ンで誕生,1945年 にブラウンシュヴァイ クで死

亡。アスパラの皮むき人(缶 詰工場女工),未 組織,出 産は5回 。

1.両 親 と祖父母 につ いて

御者をしていた父 は,い つも家具やその他のが らくたをどこかへ運ぼなけ

ればなりませんで した。4輪 のついた車 と,2頭 の馬が引っ張る馬車でした。

私たちが,そ の馬車で2日 間かけてハルツブルクHarzburgま で行 ったとき

のことを,覚 えています。私 も一緒に行 ったのです。秋で,と て も寒かった

ので,ホ テルの新 しいシーツのかかったマッ トレスの上で寝 ました。途中,

ベアスムBb'rBumで 馬を車か ら離 して,ま ず餌 をや り,水 を飲 ませ ました。

そして,さ らに馬車 を走 らせ,晩 方に荷下 ろしをしました。 そして,そ の夜

はハルツブルクに泊 まったのです。帰 り道,私 たちはふたたびベアスムめざ

して走 り,そ こで休みをとった後に,ブ ラウンシュヴァイクBrazanschweigへ

戻 ったのです。鉄道 は,値 段が高すぎたのです。つまり,荷 物 は貨車 に積み

替 えなければなりませんが,馬 車だ と店からす ぐに積み出せますからね。私

たちの家の後ろ側 にある中庭 に車台を置いてありました。木の車台でしたが,

この車台 に家具が積み込 まれたのです。馬は山越 えすることができました。

私は,い つ も一緒 に行 く時は,マ ルツ ・ビール(:ア ル コール分のないビー

ル)を もらい ましたが,ま だ普通のビールはもらえませんでした。

私 の母 方 の祖 母 は,1853年10月23日 にハル ツHar2地 方 の ツォルゲ

Zorgeで 誕生しました。祖母が何歳 まで生きていたのかは,知 りません。父方

の も母方の も,私 の祖父母たちは,ブ ラウンシュヴァイクには住んでいませ
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ん で した。 母 は,祖 母 と一 緒 に シ ャ ーペ ンSchaPenか ら ブ ラ ウ ン シ ュ ヴ ァイ

ク に 出 て き ま し た 。母 方 の祖 父 は,そ の 時,す で に亡 くな っ て い ま し た 。祖

父 は シ ャ ー ペ ン で一 緒 に暮 ら して い た の で す 。 父 方 の祖 父 母 は,ク ラ イ ン ・

フ レー テKlein-Flb'teに 住 ん で い ま した 。 父 方 の祖 父 の職 業 は よ く知 り ませ

ん が,日 雇 い 労 働 者 だ った と思 い ます 。

2.兄 姉 たちにつ いて

私は,長 兄のフーゴーHugoと 一番よ く理解 し合っていました。彼には仲

間同士のような親 しみを感 じていました。彼 もいつも働いていたので,私 と

同じような価値観をもっていたからです。彼が働いていた会社で,彼 はだま

されていました。っまり,彼 が事故にあった時に,会 社が彼の健康保険料 を

かけていなかった ということがわかったのです。彼が屋根か ら落ちた時のこ

とです。 ここブラウンシュヴァイクの,今 はシンメル社Schimmelが あるハ

ンブルガー通 りHamburgerstraBeに,以 前 は大きなビール製造所があったの

ですが,こ の工場の屋根 に足場 を組 んでいるときに落ちたのです。1920年 代

のことで した。彼は,他 の仲間と一緒に作業班の中で作業をしていたのでは

な く,一 人で仕事をしていたので,落 ちてから数時間後にやっと発見された

のです。一人で仕事をしていたのですよ。彼 は地面に横たわっているところ

を発見されました。彼 は,6メ ーターか8メ ーターの高さか ら落ちたのだ と

思います。怪我 に加 えて肺炎 も起 こしました。彼は,政 治的に私 と同 じ考 え

でした。

次兄のアルフレットAlfredも そうでした。彼 もライヒスバ ンナーReichs.

bannerに 入っていましたし,今 も労働組合に入 っています。姉 は,何 という

か,い つ も身の丈に合 った もの以上の ものを望みました。彼女 は,父 か ら一

番ひいきにされていましたが,娘 だったからでしょう。それに彼女が,私 た

ちの家に相応 な生活 よりももっと高い水準の生活を目指していたから,そ れ

が父には気 に入っていたのでしょう。
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3.両 親 の家 の住居

〈ノイエ ・クノッヘンハ ウアー通 りの住居〉

私が1904年 に誕生 した時,両 親はノイエ ・クノッヘンハ ウアー通 りNezae

KnochenhauerstraBe30番 に住んでいました。この家は祖母の ものでした。私

たちは,こ の家 に1912年 まで住んでいました。この住居 には3部 屋あ り,他

の家族の住居からは独立 していましたが,大 きな廊下 はありませんで した。

しかし,次 の間のような小 さな廊下 はありました。地下室 もっいていました。

屋根裏の物干 し部屋 もあ りました。住居のなかに台所 もありました。簡易台

所ではなく,き ちんとした本格的な台所でした。納戸 はありませんで した。

当時,納 戸 とか食品貯蔵庫のようなものは,ま だなかったのです。

トイレは中庭で した。風呂はあ りませんでした。 この家には,私 たち4人

の子供 と両親で住んでいました。 この住居内には,そ の他の人 は,間 借 り人

などもいませんで した。

<ブ ル ク広 場 の住 居>

1912年 に ブル ク 広 場BzargPlatzの2番 に引 っ越 し ま した 。私 は結 婚 す る ま

で こ こ に住 ん で い ま した 。 つ ま り,1929年 まで 住 ん で い た わ け で す 。 この住

居 は,大 きな廊 下 の あ る,や は り3部 屋 の住 居 で した 。 こ の家 が建 っ て い た

の は,本 当 は フ ィ ー ヴ ェー クVieweg(:通 り名)な の で す 。 私 の 父 は,ラ ン

ガ ー フ ェ ル ト社Langeij7eldで,御 者 を して いた の で す が,馬 小 屋 と馬 車 が そ

こ に あ っ た の で,引 っ越 さ な け れ ば な らな か った の で す 。 この家 の 方 が 前 の

家 よ り も馬 小 屋 に近 か っ た の で す 。 今,ラ ンガ ー フ ェル ト社 は,ア ム ・ザ ッ

クam翫 盈 に あ り ます 。 ア ム ・ザ ッ ク と,そ れ か らパ ー ペ ン シ ュ テ ィー ク

勘6πs舵gに もあ ります 。 ラ ンガ ー フ ェル ト社 は,昔 は馬 だ けで,ま だ 自動

車 を持 っ て はい ませ ん で した 。

父 は,ラ ン ガ ー フ ェル ト社 の御 者 を して い た の で,ラ ン ガ ー フ ェル トの大

奥 さ んや 若 主 人,そ れ に彼 女 の義 理 の息 子 の た め に,毎 日曜 日,2頭 の,あ
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るいは3頭 の乗馬用の馬 を,彼 らのためにガウス通 りGazaBstraBeへ 連れて

行 き,そ の後でまた馬 を私たちの住むブルク広場 の馬小屋へ連れ帰 って くる

のです。

このブルク広場の住居 は,裏 屋(:通 りに面した家屋の後ろ側 にある家屋)

だったのですが,ト イレは住居の中にあ りました。風 呂はありませんで した。

この裏屋には,私 の家族以外には誰 も住んでいませんでした。私たちの住む

この住居は,以 前,主 人たちが使っていた表屋(:通 りに面して建っている

家屋)の 裏側にある長い家屋で,昔 は使用人たちが住んでいたのです。以前

は表屋 には階段でつながっていて,階 段 を上がると,そ の先には台所 と女中

部屋があ りました。この裏屋 には,も う私の家族だけしか住んでいなかった

のです。表屋には他人が住んでいました。

私の家族は6人 で裏屋に住んでいたわけです。しか し,祖 父母 も他の親戚

の人々 も一緒に住んではいませんでした。台所 は住居の中にありました。屋

根裏には大きな物干し部屋 もありましたし,食 品貯蔵庫 も住居の中にありま

した。このブルク広場 の住居が,私 の両親 と一緒に暮 らした最後の住居です。

〈オーダ通 りの住居>

1929年 に,私 はオーダー通 りOdastraBeの 妻の両親の住居の一室 に引っ越

しました。この部屋で妻 と一緒 に暮 らしはじめたのです。 この時はまだ失業

していませんで したが,ナ チ時代に失業しました。その後,こ の住居 を出ま

した。この住居の一室 に住んでいたわけですが,住 居 自体は3部 屋の住居で,

当時 としては,か な り近代的な住居でした。食品貯蔵庫やバルコニーもあり

ました。この住居は1911年 に建てられたのですが,か な り近代的で,台 所 も

ありました。私たちは,台 所 を一緒に使わせてもらっていました。 トイレも

住居の中にありました。 この家は,賃 貸用の家屋で,4階 建てで した。1階

は店屋がひ とつと住居 もふたつあ りました。その他 に各階 に3つ の住居が

あったので,ぜ んぶで11の 住居があったわけです。私の住んでいた住居 は,

妻の両親が借 り主でした。私たちは又借 りをしていた というわけです。家賃
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をい くら両親 に払っていたのかは,私 は知 りません。妻 にきいてみなければ

わか りません。

4.学 校生活

学校では,し ばしば教師が生徒たちを叱 りっけました。た とえぼ,あ る教

師は中指が曲がっていたのですが,算 数の時間に練習問題を出して,皆 がノー

トに練習問題の回答を書いていると,「ペンを置 きなさい!」 と言います。そ

こで誰かがペ ンを置かない と,そ の教師はその生徒の所へ行って,そ の中指

の曲がった手で、その子 を殴るのです。そのようなことは,何 度 も何度 も起

こりました。それに体操の教師 も私たちを殴 りました。彼 も厳 しかったので

す。防御 の動作 をしなかった生徒や飼旬動作 をしない生徒がいると,そ の生

徒をわざわざ呼びつけて叱 りつけました。 どの生徒 もみな,彼 にはや られ ま

した。 しか し,い わゆる教師のひいきの生徒 もいました。この学校 は中級市

民学校だったので,た とえぼ,村 から私たちのクラスに通 ってきている生徒

もいました。 まあ,彼 らは何かを持って くるので,そ うするとひいきの生徒

になった ということですよ。彼 らは,私 たちよりも良い成績 をもらい,私 た

ちほどにはきびしく要求 されませんでした。戦争中だったか ら,教 師たちも

ソーセージが欲 しかったのでしょう。

学校で特に良かった思い出や,悪 かった思い出 といえば,あ る教師を思い

出 します。彼は棒 を持っていて,「 棒を持って こい,お 前を鍛 えてやる」と生

徒に言 うのです。そうすると,そ の生徒 はベ ンチの上に横たわ らな くてはな

らず,そ の上に彼 は棒を振 り落 とすのです。 しかし,私 はその後,ず る賢 く

なりましたよ。そこで,私 はもう一人の生徒 と一緒に中が空洞になっている

棒を一本取 り出し,棒 の端 まで穴を突 き通 しました。その空洞の中にインク

を流 し入れて,チ ョークで穴 をふさいだのです。案の定,あ る時,彼 が棒 を

取 り出したのですが,ま さしくこの棒 を選び出したのです。そして,彼 がそ

の棒 を振 り回した時に,ち ょうどよいタイミングでチ ョークが飛び出して,
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インクが教室中にばら撒かれました。教師たちは,誰 がやったのかを調べに

調べ回りました。しか し,と んで もないことに,私 が一番の友達 と思ってい

た生徒が,私 のことを密告 したのです。 それで,私 は,4の 成績 をつけられ

て,両 親 を呼び出さなけれぼならないと警告されました。 もちろん,密 告し

た生徒はクラス中の生徒から,い わゆる袋だたきにあいました。

この学校 に図工の教師がいました。私は,デ ッサンが上手だったのですが,

この図工の教師は,こ の事件の際に,私 を助 けて くれました。彼 は 「この子

は外見 とちがって,悪 い子ではないし,そ れほど悪い ことをしたわけでもな

いのです」 と言って くれました。彼は私の側 に立って くれ ました。私は,上

手 にデ ッサンがで きたので,彼 のお気に入 りだったのです。彼 は 「お前 は,

まった く何 て事 をしでか したんだい。何でそんな ことをしなければな らな

かったのだ?」 と私に言いました。そして,「 そんな事 をもうやってはいけな

いよ」 と言ったのです。私は 「あの先生がいつ も僕に 『棒を持 って こい。お

まえを鍛えてやる』と言うので,腹 が立ったのです」と言いました。「僕 はも

うれつに腹が立ったのです」 とまた私は言いました。そして,こ の図工の教

師が,校 長に 「いや,こ の生徒は私の所では,い つも行儀よく振 る舞ってい

ますか ら,彼 について苦情 を言おうと思っても,何 も思いつかないほどです」

「彼は正直です し,よ く勉強します し,宿 題 もよくやってきます」と私のこと

を弁護 して くれました。そうやって彼は私のことを救 って くれたのです。

5.子 供時代の労働 と遊び

家事をしていたのは,主 に母でした。 ええ,母 でした とも。父は,ぜ んぜ

ん家事の手伝いはしませんでした。だか ら,た いていは,私 たちが皿を洗っ

て,布 巾で拭いた り,そ の他すべての家事の手伝いをしなけれぼならなかっ

たのです。姉 は,あ まり家事をしませんでした。彼女は父のひいきの子供だっ

たのです。だか ら,彼 女は私たちのようにた くさん手伝わなくてもよかった

のです。つまり,男の子たちが家事の手伝いをた くさんしなければならなかっ
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た ということです。子供の時,自 由になる遊びの時間が思 う存分 にた くさん

あったわけではありません。 よその家の子供たちは,私 たちよりも自由な時

間があって,た くさん遊び回ることができる,と よく思ったものです。私た

ちよりもよその家の子供たちには遊 び回る時間が多 くあったのです。いずれ

にしても,私 たちは自分たちに与 えられた,決 まった分量の仕事 を片づけな

けれぼならなかったのです。だからいつも,遊 び時間が少ないとい う思いは

あ りました。

しか し,私 は下級市民学校へ行 きました。それで私 も学校やその他のこと

にもお金がいるので,自 分で稼がなけれぼな りませんでした。だか ら,私 た

ちは『ブラウンシュヴァイガー・ノイエステン・ナッハ リヒテン』新聞`Braun-

schweigerNezaestenNachrichtenLZeitungの 配達 をしました。長兄 と私が新

聞配達をしたのです。私たちは午後4時 に,『 ブラウンシュヴァイガー・ノイ

エステン・ナッハ リヒテン』があった,リ ッターブル ンネンRitterbrunnenで,

新聞を受 け取 らなければなりませんでした。私の家 には1台 の古い乳母車が

あったので,そ れで新聞を運んだ ものです。ランゲ通 りLangeStraBe,カ イ

ザー通 り臨 初 窺㎎βθと労働者居住地域 を受け持って,新 聞 を配達 していた

のです。私,い や私たちが稼いだお金は母 に渡 して,母 は必要な時に私たち

のためにいろいろな費用を支払 って くれたのです。つまり,中 級市民学校の

費用のためにです。当時は,中 級市民学校では授業料がかかったのです。こ

んな事があったので,ど うして私のような人間は他の人間のように生活でき

ないのだろう,少 な くとも、 もう少 し楽 に生活できないものか,と いう考 え

に至ったのです。

その後,修 行 中にもお金 を稼 ぎました。当時,私 は,夜,リ ッター通 り

RitterstraBeの 工芸学校 に行っていたのですが,こ の学校 にもお金 を払わな

ければならなかったのです。そこで,私 はレーベンリンクRebenringに あっ

た居酒屋で,夜 はケーゲル(:ボ ー リング)の ピンのセ ッティングで稼いで

いました。少年時代 もずっと,い つも仕事をしていました。昼に家に帰 り,

学校の宿題 をします。そうして午後になると,新 聞配達に出かけるのです。
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そして青年職業学校にも行 きました。 これは無料でした。でも,工 芸学校 は

ちがいました。私 はさらに修行 を積みたかったのです。私にはい くらかその

ための勇気がありました し,自 分自身に 「おまえも何 とか修行 を積むつもり

なのだろう」 と言った ものです。そうして製図 と計算などを勉強しました。

これの授業料は私が自分で払わなければならなかったのです。両親は払 えま

せんで したか ら。 これは夜間学校で,夜 の授業でした。

私たちが遊ぶのは,い つも外で した。家の中ではあ りません。中庭でも遊

びましたが,あ まり中庭で遊ぶことはできませんでした。 というのは,表 屋

にまだランガーフェル トの管理人が住んでいて,息 子が一人いたのですが,

彼がいつも私たちの後について くるので,あ まり中庭で暴れ回れなかったの

です。

ノイエンクノッヘンハウアー通 りでは,お もに通 りで遊びました。中庭で

は遊びませんで した。まだ覚 えているのですが,私 たちは冬 に,通 りに大き

な雪のダムを築 きました。私たちはウィルヘルム通 りVVilhelmstraBeに 続 く

角地に住んでいたのですが,そ の角地に,あ る晩のことですが,大 きな雪の

壁 を築 きました。 というのは,ウ ィルヘルム通 りの店屋に行 くために,ミ ル

ク運搬馬車の御者やビール運搬の御者が馬車で通 りかかると,私 たちは 「少

し飴がほしいのだけど」 と頼んだのですが,彼 らは何 もくれませんでした。

何 もくれたことはあ りませんでした。そこで私たちは,雪 で大 きなダムをこ

しらえたとい うわけです。そうした ら,彼 らは通 り抜けることができなかっ

たのです。彼 らは戻 らなければな らないので,も ちろん警察 を呼びました。

警官が来て,彼 らはもう私たちがやったということは知っていましたが,そ

れをはっきりとは言わなかったのです。その代わ りに,「なぜ こんな物 をつ

くったのだ?」 と言いました。それで,私 たちは 「彼 らはいっ もここを走 り

抜けて,こ こで鞭の音をさせた りす るのに,僕 たちが道をあけて も,僕 たち

に一度 として少 しでも何かをくれることはないのさ。だから,こ んなことを

したのさ。だから,彼 らはどこか回り道 をして行 けばいいのさ。そうでなけ
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れば,僕 たちに何かをくれるか,ど ちらかだよ」 と言いました。私たちはブ

ルク広場で遊 んでいましたが,こ の雪のダムを大聖堂の後ろのブルク広場に

作 ったのです。当時 は,そ こには何 も建っていなかったので,そ こで遊ぶこ

ともできたのです。私たちは,ギ ル ド・ハ ウスの隣家の息子 と遊びました。

それに,学 校の仲間がた くさんいました。同じ学校の仲間たちです。私たち

は,か くれんぼをして遊んだ り,戦 争 ごっこ,そ れにボール遊び,つ まりボー

ル投げをして遊 びました。それに棒でボール を打 ったりもしたのです。当時,

私たちはまだ自転車 というものを知 りませんでした。私がはじめて自転車を

買ったのは,第 一次世界大戦中だったのです。

6.親 子関係

子供時代,両 親の家では,家 事 を手伝いました。 もちろん,い つ も手伝わ

な くてはならなかったのです。私たちはそれぞれ,仕 事 を与えられて,靴 磨

き,地 下室からの石炭運 び,中 庭の掃除などで した。私 もこれらの仕事を交

代でしていました。

まだ日曜学校 に行っていた時のことですが,大 聖堂で毎 日曜日の10時 に日

曜学校が始 まりました。ある日曜 日のことでした。友達が私の ところに来て,

「お前 ,馬 鹿 じゃないのか,一 緒に来いよ,僕 たちは市民公園(:ビ ュルガー

パーク磁 ㎎6吻 卿)に 行 くよ」と言うので,私 は 「教会の後で?」 と尋ねた

ら,「馬鹿!」 と言われてしまい,と うとう彼に説得 されて,一 緒 に公園に行 っ

てしまいました。父がその日曜 日に教会の扉の前に立 っていると,子 供たち

の世話をしていたヴィッヒマンWichmann嬢 が,父 の所 に寄ってきて,話 し

かけたのです。っまり,「さて,あ なたの息子 さんは何 をしているので しょう

ね?彼 は病気なのですか?」 と尋ねたのです。私の父は,び っくりしてし

まいました。さらに,彼 女が 「病気が重いのでしょうか?」 と尋ねるので,

父は,「いいえ,息 子はつまり……次の日曜 日にまた来 ます とも」とうろたえ

ながら答えました。しか し,す ぐに体制を立て直 して,「 もちろん,彼 はまた
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来 ます とも」 と言ったのです。そうこうしているうちに,私 は昼 に家に帰っ

てきたのですが,父 が私に 「ああ,今 日の日曜学校はどうだったのかね?」

と尋ねたのです。私 は 「ああ,ヴ ィッヒマン嬢がお話 をしてくれたよ。 とて

も良かった」そして,私 が 「今 日」 という言葉を言った瞬間に,私 の右手 と

左手に靴 を一足押 しつけられていました。そして,「そうか,お 前が私に嘘 を

っいた罰 として,今 日か ら4週 間,私 たちの靴全部 を磨 くのだ」 と父は私に

言い渡 しました。4週 間です。靴の上側だけでなく,靴 底 も,踵 まで も,す

べてをきれいにしなければならなかったのです。そういうわけで4週 間,私

はみんなの靴 を磨かなければならなかったのです。そのような罰 としての仕

事 を,よ く与 えられました。誰かが何か問題 を起 こす と,い つもの仕事の他

に,さ らに仕事 を付け加 えられたものです。鞭でぶたれた こともあります。

私たちが馬鹿なことをしでかす と,鞭 でぶたれた ものです。ちょうど彼の機

嫌が悪い ときには,彼 は私たちに当たりち らして,何 とか発散す る必要があっ

たのです。彼の もとでは,な んでも厳 しく,軍 隊式に鍛 えることが肝心だっ

たのです。

母 は,そ んな時,私 たちの側に立って くれました。母 は,と きどき私たち

にこっそりと教 えてくれた ものです。彼女は,父 よりも私たちの方を優先 し

たのです。そして,「気をつけなさい,そ んな ことはしてはいけないよ。お父

さんはそんなことが嫌いだし,そ んなことをさせるつもりもないのを知って

いるだろうに」 と言ったものです。そして彼女は 「お前たちもい くらかはお

父さんの気に入 るようにしなければいけないよ」 と言いました。

父は,屋 根裏部屋に鳥を飼うための大 きな囲いを持っていました。カナリ

ア用の囲いです。私たちは,え さ用に卵やラスクをす りっぶさなければなり

ませんで した。そのえさは,父 が自分で与 えていました。そして,戦 争前,

私たちはウサギを飼いました。家の後 ろの庭で50匹 くらいのウサギを飼って

いたのです。私たちは毎日,外 に行 って餌用の草を刈って こなければなりま

せんでした。私たちは,い わぼ草 を盗んできたのです。畑や堀で鎌 を使って

草 を刈 ったのです。ウサギは,大 きくなるとつぶして食べました。売ったり
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せずにつぶして自分たちが食べたのです。母は,私 たちを叩いた りしたこと

はありませんが,父 は私たちをよく殴ったものです。その理由は,例 えば彼

が厳 しい顔つきをしている時 に,そ れに合わせなかったか らなどということ

でした。彼が殴る時 は,理 由もわからずにあっという間に殴られたものです。

それが彼の育った家での習慣 によるのか,そ れ とも他の原因があるのかは,

私はわかりません。

父が最後 に私をこらしめたのは,ま だ私の修行中のことでした。私はこう

いう経験 をしたのです。つ まり,私 は小遣い程度のお金 しかもらっていませ

んでしたが,修 行中の徒弟 としては,そ んな程度だったのです。若者ですか

ら,私 は少しぼかりおしゃれをしたかったのですが,当 時,ダ ムDammに 紳

士服 の店『クローゼ』`Klose'が あ り,こ の店にカラーの長い襟飾 りがあって,

それが新 しい流行でした。昔,私 たちは襟飾 りだけを着けていたのですよ。

首の回りに着ける物で,襟 飾 りと言っていました。私はちょうどお金 を持 っ

ていたので,3個 のカラーを買いました。そのお金 は,私 の小遣いを貯 めて

いた ものでした。3個 のカラーを買って家 に帰ったら,父 がそこにいました。

「何だ?」 「おまえは一体,何 を買ってきたのだ?」 と彼が尋ねるので,「僕用

のカラーをい くつか買ったのさ」と私が答えると,「そうか,じ ゃあ,私 に見

せてみなさい」 と父は言いました。それで,私 は袋 をあけて彼にカラーを見

せました。そうすると,彼 は 「ところで,誰 がお前 にそんなことを許 したん

だい?」 と私 に言い,私 は 「だけど,お 父 さん,聞 いてお くれよ」「僕が貯 め

た僕のお金だよ。僕 もちょっとばか り自分を感 じよく見せたいのさ」 と言い

ました。「そうか」「それでお前 は買っても良いかどうか尋ねたのか?」 と父

が言 うので,私 は「いいや」「なぜ買ってもよいかどうかの許 しを得なければ

ならないの?」 と言いました。「そうか」「もうそんな許 しを得る必要がない

だって?」 と父は言いました。修行中で したから,私 は,た ぶん17歳 くらい

だったはずですが,「 そうだ」 と答 えたのです。そうすると,父 が 「そうか,

それを私によこしなさい」 と言って,私 か らカラーを取 り上 げるや,ス トー

ブの扉 を開けて,そ の中にカラーを放 り込んでしまったのです。みんな燃 え
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てしまいました。「わかったか,こ の次に何か買 うときには,お 前の父親 に尋

ねなければならないのだぞ」 と彼は言いました。本当に,ま った く狂ってい

ました。ただ私が彼に尋ねなかったからというだけの ことなのです。 こんな

経験 もしたのですよ。 これが父か ら受けた最後のおしおきでした。 しかし,

その後 は,も うそんな事はさせませんでした。その後は,私 はいくらか利発

になりました。逃 げるか,そ うでなけれぼ 「僕にさわ らないで くれ」 と言い

ました。

両親 は子供の前でお金の問題 について,お 互いに話 し合っていましたが,

私たちと話 し合 うとい うことはありませんで した。私は修行中,家 賃の支払

いのためだった り,衣 服や靴な どを買 うためでしたが,私 のお金を差 し出さ

なけれぼな りませんで した。毎月,父 は賃金をもらってきました。お金が入

ると,使 い道や払いについて,両 親の間では,し っか りと話 し合われました。

しか し,子 供たちは,そ の話の仲間には入れてもらえませんでした。

私自身の家庭では,妻 がお金を自由に使っていました。週単位の家計で し

た。私たちは,当 時,週 給 をもらっていましたから。彼女 は,食 費やその他

にかか る分 を取 り,私 は新聞代や家賃 を払っていました。それで残ったお金

は,ま ず脇 によけておいて,衣 類などの特別な出費のために使 いました。私

と妻はお金の ことにっいては,し ばしば話し合いました。私たちは,子 供た

ちに 「聞 きなさい!私 たちは,何 と何 と何をしようと思っている。だから,

私たちは他の物を買うことはできない。その分を計画に回さなければな らな

いか らね」 と言い聞かせ ました。子供たちが学校を出た頃からですから,14

歳 ころから,子 供たち とお金の ことについて話すようになりました。

私の個人的な問題 について,両 親 と話 し合いはしました。問題 というのは,

た とえば女の子 と親 しくなった りした時な どに,両 親 とそのことについて話

しました。しかし,大 体 は母 と話す ことが多かったです。 ほとんどが母 とで

した。「あの娘の ことをどう思 う?」 とか,「 その女の子を連れてきてもいい
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かな?」 などという風 に話 していました。それで,「 その娘 を紹介 してもよい

かな?」 と尋ねて,そ の娘を紹介 した ら,「あの娘の ことをどう思 う?僕 と

彼女は気が合 うと思う,そ れ ともどう思う?僕 に似合いの娘だろうか?」

というような事 を話 していました。 こういうことを,ほ とんど母 と話 してい

たのです。母は,い つ も私のことを理解 してくれていると感 じていました。

母は,外 で賃仕事 をして,め いっぱい働いていたにもかかわらず,い つもそ

ういう相談にのって くれていました。

私は,父 とよりは母 との方がよく理解 し合 っていました。なぜかというと,

私の母は,多 分,子 供時代に父よりも苦労したのです。私の父は,軍 国主義

者で少 し横柄で した。つ まり,軍 国主義者以外に,何 と呼んでよいのかわか

りません。彼には,い っ もランガーフェル トという彼の主人がいて,そ れが

彼 にとって唯一のもので,か つ彼のすべてだったのです。彼 はランガーフェ

ル トに喜んで仕えていたのです。まった く正真正銘の農家の下男のようで し

た。多分,そ れ以外の振る舞い方を知 らなかったので しょう。彼の両親が,

昔,そ う教 えたか らなのか,そ れ とも彼が他のや り方 も知っていたのかどう

か,私 はわか りません。 しかし,私 の見 るところ,彼 は支配者でした。つま

り,家 庭では支配者でよそでは召使いだったのです。だから,私 が労働組合

に入った時,そ れは,彼 にとっては気に入らないことで した。当時,私 はま

だ両親の家 に住んでいましたが,そ れでも私は自分の意志 を通 しました。家

にいることがで きたのですから,意 見の相違がそれほど深刻な事態に至 った

というわけで もありませんでした。父は,た だ文句 を言っただけです。私は

1919年 に自由体操協会FreieTurnerschafiに 入 りました。その時,父 は「お

前はそこで一体,何 をするつもりなのだ?」 と言ったのですが,私 は 「活動

して,い ろいろな人 と知 り合 うつ もりだよ。 もう多 くの人 と知 り合ってはい

るけれ どね。僕が どこに属す人聞なのかは,知 っているつもりだよ」 と言い

ました。私 は社会主義者や社民主義者の両親 のいる家庭の出身ではありませ

ん。母は,父 とは少 しぼかり,違 っていました。母 は,い つだって働かな く

てはならなかったのです。彼女は,い つ も仕事 に追い立てられていたのです。
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つまり,子 供たちを養 うためにです。

両親か ら性 については,そ れほど説明を受 けた ことはあ りません。

7.結 婚

妻 は,私 と結婚 した時,ブ レネ ッケ&ナ ーデ社Brennecke({}Nadeで アイロ

ンかけの仕事 をしていました。いつか らアイロンかけの仕事を始めたのかは

知 りません。彼女は,結 婚 した ときに,仕 事 をやめたのですが,結 婚後 もま

だパー トで働 きました。つまり,後 に私が失業したために,ふ たたび,1933

年からブレネッケ&ナ ーデ社でアイロンかけの仕事を始めたのです。

舅の職業は,自 営の木工家具職人でマイスターで した。

私 は,自 由体操協会に所属 していて,そ こで妻 と知 り合ったのです。それ

以前,私 は,自 由体操協会で別の女の子 と付 き合っていたのですが,そ のう

ちに彼女 とうまくいかな くなったのです。なぜなら,彼 女が私の言うことに

従わな くなって,他 の男 とも付 き合 った りしたので……そこで私 は彼女 との

仲を終わ りにしたのです。それから,そ の後 に妻 とコンサー ト・ハウスKon-

zerthaicsの ダンス ・パーティで知 り合いました。当時,妻 は自由体操協会に

所属 してはいませんでした。1926年 に知 り合い,1927年 に婚約しました。私

が24歳 の ときのことです。結婚のプロポーズは,私 がしました。私の方が結

婚にたいして積極的でした。妻 との前に婚約 していたことはありません。 こ

こに,私 たちの結婚証明書があります。 日付 は1933年10月3日 となってい

ます。これはつまり,教 会の結婚証明書です。

8.性 ・避 妊 ・妊 娠 中 絶

〈・性 ・避女壬〉

性 については,自 由体操協会で仲間たちからいろいろな ことを聞いて知 り

ました。 もう,ど んな風 に女の子 を扱ったらよいのかなどということを知っ
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ていました。「おお,見 てみろよ,あ の娘 も可愛いぜ!」 「どう思 うんだい?」

などと言われた りしました。そんな風 にしてア ドヴァイスを受けたのです。

私は,妻 と結婚する前に他のガールフレン ドたち と付 き合 っていて,彼 女

たちとしばしぼ出かけていました。私 は16歳 か17歳 の時 に,当 時のガール

フレン ドと初めてのキスを経験しました。昔は,女 性は処女のまま結婚 した

ものですが,男 性の場合はち ょっと違 っていました。昔は,理 性のある人間

として処女を尊重 しました。それは,今 日とは,つ まり今 日の若者 とは違っ

ています。どちらかというと,処 女のまじめさとか人間性を尊重 したのです。

〈避妊〉

当時,避 妊について話 しているのを,労 働者青年部か どこかで聞いたこと

はあります。私 は労働者青年部に所属 していました。会合 には金属労働者青

年部のメンバーも入っていましたが,そ こでは 「6人 も7人 も子供 を持って

いる両親 には楽 しみは何 もなかった」 ということに関 して,話 し合われてい

ました。それは,私 が16歳 か17歳 のことでした。 この労働者青年部 という

のはSAJ(社 会主義労働青年)の ことですが,そ の前は子供時代の友人たち

や自然愛好家の友人たちとの私的な集 まりで聞いていました。当時,避 妊の

方法 としてはコンドーム以外には何 もありませんで した。 その他の方法は知

りませんで した。避妊について両親が話 し合ったか どうかについては,ま っ

た くわか りません。私の知 るかぎり,避 妊 について話 してはいませんでした。

若い夫婦の問で,コ ン ドームが使われていたというよりは,ス ポーツをする

時に若者たちが,コ ン ドームについて話していたのです。 とくに戦争後は,

いわゆる性病が蔓延 したので,若 者たちはそのことを注意 されました。

9.宗 教 ・政党 ・労働組合 ・帰属意識

〈宗教〉

私 は,1918年 だった と思いますが,堅 信礼 を受けています。まだ覚えてい
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るのですが,父 が旧市街の市庁舎で背広を買って くれました。その背広 は古

着集めか ら出た物でした。私には大 きすぎたので,仕 立屋に私に合 うように

仕立て直 してもらいました。私の2人 の兄たちも堅信礼を受けています。姉

も堅信礼を受けています。

私は,教 会の合唱団で歌った りもしていました。児童合唱団です。だから,

聖歌隊でも歌いました。大体 は教会の催 し物に参加 していて,遠 足などにも

行 きました。その後,1919年 に教会を脱退 し,そ して教会にはもう属 しませ

んで した。にもかかわ らず,そ の後,私 はふたたび教会で結婚式を挙 げたの

です。 というのも,そ れ以外 には,私 の上司のもとで仕事 をすることができ

なかったでしょうから。だから,そ の後,ふ たたび教会から脱退 しなければ

ならなかったのです。私が教会で結婚 したのは,1929年 ではな く,そ れより

少し後でした。その時は,す でにナチ時代で した。 もうヒットラーが政権 を

とっていた時で したか ら。つまり,ま ず1929年 に戸籍役所で結婚 しただけで

した。 しかし,そ の後,新 教の教会で結婚式を挙げた ということです。私た

ちが結婚 した とき,す でに妻 も教会から脱退 していました。私たちは,ふ た

りともに教会か ら脱退していたのです。

〈政 党>

SPDに は1930年 に入 党 し ま した 。

ラ イ ヒス バ ン ナ ー で は ア ウ グ ス ト ・ユ ー ン ケAblgzastノ 励 η他 と第13同 志

隊 で 一 緒 で し た 。 こ の 隊 の 仲 間 が 集 ま る 居 酒 屋 が シ ャ ル ン 通 り

Scharrnstraβeに あ っ て,ユ ー ン ケ は こ の居 酒 屋 を経 営 して い ま した 。この 居

酒 屋 の名 前 は 『ブ ラ ウナ ー ・ヒ ル シ ュ』`Bra"nerHirsch'だ った と思 い ま す 。

この 居 酒 屋 は ア ウ グ ス ト ・ユ ー ン ケ の もの だ った の で す 。

両親の家では,政 治については,ま った く議論 されることはあ りませんで

した。

私自身の家庭では,私 と妻 は政治について話 しますし,子 供たちとも話 し.
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ました。私の子供たち も体操協会に入っています。何かの催 しな どがあると

き,た とえばメーデーや労働組合の催 しなどがあると,私 は子供たちと納得

のい くまで話 し合いました。そして,そ ういった催 しに連れて行 きました。

私 の 両 親 は,『 ア ル ゲ マ イ ナ ー ・ア ン ツ ァ イ ガ ー 』`AllgemeinerAn2eiger'

を購 読 して い ま し た 。 他 に は読 ん で い ませ ん で した 。 私 の父 は,彼 の 主 人 で

あ るカ ー ル ・ラ ンガ ー フ ェル トCarlLangeij7eldtを 尊 敬 し て い ま した 。 彼 は

独 身 で,私 た ち の家 の 中 庭 に来 る と,私 た ち を肩 の上 に のせ,乗 馬 ご っ こ を

し て くれ た も の で す 。 そ の 他 に,州 立 劇 場 の 男 性 歌 手 ヴ ィー ト リ ッシ ュ

Wietrischや ア ル ヴ ィー ネ ・ナ ー ゲ ルAlwineNagel,一 彼 女 は同 じ く州 立

劇 場 の 女 性 歌 手 で あ り,俳 優 で もあ りま し た 一,そ れ に公 爵 の エ ル ン ス ト・

ア ウ グ ス トHer20gErnstAugitstを 尊 敬 して い ま し た

私 は 妻 と オ ー ダ 通 り に住 ん で い た 時,『 フ ォル ク ス フ ロ イ ン ト』`Volks-

freund'を 読 ん で い ま し た が,義 理 の両 親 は 『ア ル ゲ マ イ ナ ー ・ア ン ツ ァイ

ガ ー 』で した 。 当 時,私 は まだ 『フ ォ ア ヴ ェ ル ツ』▽ 加 磁 γだ は読 ん で い ませ

ん で し た 。 『金 属 労 働 者 新 聞 』`Metallarbeiter2eitung'は,届 け ら れ て い ま し

た 。 『共 産 党 新 聞 』`KommunistischeZeitung'は,読 ん で い ませ ん で した 。

〈労働組合〉

私が労働組合 に入った理由は,元 々は父が原因なのです。彼は軍国主義者

で した。つ まり,カ トリック政党の党員だったのです。彼 はブラウンシュヴァ

イクの軽騎兵隊に所属 していました。まあ,昔 は父親が軍国主義者で,そ れ

に沿った生 き方をしている家族でしたか ら,戦 争中の1916年 に,私 は教会に

組織 されて,ブ ラ ウンラーゲBlazanlageの ケーニ ッヒス クルーク1切吻忽s一

如㎎ へ保養のために送 られました。教会の児童合唱隊 と保育園児の一人 とし

てそこに送 られたのです。

私 にはまだ兄たちがいて,つ まり私たちは3人 兄弟で,そ れに姉が一人い

ました。そして,私 はブラウンラーゲのケーニッヒスクルークで牛飼いの少
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年 として牛 を追いかけ回 しました。ケーニッヒスクルークは,今 もまだあ り

ますが,そ こには牛がいて,私 は牛 を追い回さなければな らなかったのです。

朝,家 を出て,昼 には家に戻 り,午 後,ま た出て行 くのです。それに,そ の

家 には泊 り客が来ているので,大 抵はすべての部屋がふさがっていました。

上客ぼかりで,こ こブラウンシュヴァイクの大臣などが狩猟に来たのです。

私 は彼 らの靴磨きをして金を稼 ぎました。だか ら私 はた くさんお金を持って

いました。そうしたら母が,私 を訪ねてきました。つまり,私 は5月1日 に

ケーニ ッヒスクルークに行ったのですが,ま だ50セ ンチ もの雪が残っていま

した。そうしているうちに,夏 になり,姉 が夏休みの問,田 舎で過 ごしてい

たので,母 が私を訪ねてきたのです。その時,私 は母 に200マ ルク以上 も持

たせました。それか ら私 は10月 までそこにいた後,家 に戻 りました。私の兄

がその後,馬 鹿 な事 をしでかしてしまいました。それで刑務所 に入っていた

のです。それで,彼 は戦争が終わる直前に志願兵 として戦争 に行ってしまい

ました。

ある時,私 は長兄 と一緒に家の中で二人 っきりでした。私たちの住居のあ

る家の中庭 は馬小屋でした。 この馬小屋は後 には車庫 になったのですが,当

時,こ の下 には地下がありました。その大 きな地下 には,ラ ンガーフェル ト

社が石炭を貯蔵 していました。私たちには燃料がなくて,煮炊 きもで きなかっ

たので,ラ ンガーフェル トの支配人に手紙 を出して,50キ ロの石炭を譲 って

くれるように頼みました。父 もいなかったし,母 が私たちの面倒をみていた

わけですから,私 たちには煮炊 きや暖をとるために燃やすものが本当に何 も

なかったのです。そうこうするうちに,母 がランガーフェル ト社の支配人か

ら短い手紙 を受け取 りました。その手紙 には,も うランガーフェル ト社 にう

るさくせがまないで くれ と書いてありました。私の父は,当 時,戦 地 にいた

のです。それで も,私 はさらに何度か手紙 を書いたのですが,そ れにもかか

わらず,石 炭をもらうことはできませんでした。そこで,私 は石炭を盗んだ

のです よ。 もらってもよいかどうかを尋ねずに,石 炭を持ち出しました。な

ん とか煮炊 きで きるようにね。その後に兄 はベルギーまで志願 して行 き,そ
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こで戦争 に嫌気が さして しまったのです。それで,国 に戻 り,逃 げ回りまし

た。戻ってきて,私 は彼を一晩,家 に泊めて,そ の後,見 つけられないよう

に,知 り合いの家にか くまいました。そうこうするうちに父 も戦地から戻 り

ました。戦争が終わる直前のことで した。つまり,休 暇で戻ったのですが,

休暇が終わって,父 は食糧をっめた荷物 を持って,ふ たたび前線に行 こうと

しました。 そこで私 は,彼 に 「行 く必要 はないよ」 と言いました。 というの

は,私 には子供時代の友達 とのっなが りがあって,彼 か ら情報 を知 らされて

いたか らなのです。だか ら,「行 く必要はないよ」「まった く,出 発 しな くて

いいんだ よ」「どっちみち前線には行 けないんだよ」と言ったのです。でも父

は私の言葉 にまった く耳をか さずに,出 発 して しまいました。そして4週 間

後 にふたたび戻ってきたのです。しかし,持 って出た食糧をそのまま持ち帰

りました。もちろん,み んなかびだらけで,腐 っていました。ええ,つ まり,

彼は軍国主義者のままでした。 ランガーフェル ト社 は,父 をもう雇ってもく

れませんでした。そこで父はビュッシング社Btissingに 行きました。こんな

ことがあれやこれやあって,私 は労働運動 に加わったのです。つまり,私 が

体験 した,戦 争にまつわるいろいろな出来事が,私 を労働組合 に入れたのだ

というわけです。

母 もアスパ ラガスの皮むきに行かなければなりませんでした。父が会社で

そんなに稼 ぎがなかったか らです。母は,復 活祭や聖霊降臨祭の時期には,

缶詰用のアスパラガスの皮むきをしていたものです。母 は第一級のアスパラ

ガスの皮むき女工だったのです。

〈帰属意識〉

私の父は労働者ではなかったけれ ど,私 は子供時代か ら,私 が社会的に属

す場所は労働者の世界である,と 感 じていました。 どのように他人か ら評価

されているか とか,敬 意を払われているかな どは,感 じでわかるものです。

よその子供たちが外へ出かけて行 く様子や,よ その子供たちは遊びのための

時間が私 よりもた くさんあるなど,そ れによその子供たちは私よりもよく扱
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われていました。そんなことを見ていて,自 分の属す世界 というものを感 じ

とったのです。よその子供たちは教師に私 よりも良い扱いを受けていました。

私たちの家の隣にあったギル ド・ハウスの管理人の息子は,い つ も私たちよ

りもずっと遊 び時間が多かったし,使 うことのできるお金 もた くさん持って

いました。私たちは彼のようにはいきませんでした。私たちは,1ペ ニヒだっ

て倹約 しなければならなかったのです。そういうことでお互いの違いを知る

のです。だか ら,自 分に 「自分 は彼 とは違 うのだ」 と言い聞かせます よ。私

は一度,学 校で落第 しました。やはり,私 は,落 第の原因 も貧 しかったか ら

だ と思っています。落第して,同 じ学年 を2度 や らなけれぼならなかったの

ですが,2度 目の同じ学年で,世 間を知ってしまいました。そこで何が起 こっ

ているのかを見てしまったのです。 もう2年 目の勉強をすべてやってしまっ

た後で,他 のできない子供たちが,私 とは違う扱いを受けていて,私 だけが

落ちこぼされたのを知 ってしまったのです。それで,私 は 「他の子供たちは

僕 よりも自由に遊び回っているし,何 でもできるのだ」 と自分 に言ったもの

です。彼 らは,何 でもできるし,見 栄えもよい。私たちは,学 年が上がる毎

に,毎 年,新 しい学帽を与えられました。昔はそうだったのです。私の両親

は,と いうか父は,い っ もそのことを自慢 に思っていた ものです。 しかし,

さて,私 は同級生 と一緒に進級できませんでした。そ こで私 は古い学帽をま

だかぶ り続 けなければならなかったのです。 これは向上心の強い人問に とっ

て,我 慢ならないことでした。

〈組織の役職等〉

私は,1919年 に金属労働者同盟に加入 したのですが,配 管工共同体,つ ま

り配管工同盟 という金属労働者同盟の中に組 み込 まれていた組織があ りまし

た。私はその副議長兼会計係 を務めました。これを,1933年 の金属労働者同

盟の解散 まで務めました。つ まり,1926年 から1933年 まで,配 管工同盟の副

議長兼会計係を務めたのです。
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10.祝 い 事 ・余 暇

〈祝 い事〉

私にとって,祝 い事は大 きな意味があ りました。私の家では,私 たちの誕

生 日や復活祭,そ れにクリスマスの祝い事 をしました。とくにク リスマスは,

いつも少しお祭 り気分で祝いました。家族で祝 ったのです。少 し大 きくなっ

てか らは,労 働組合へ行った り,青 少年集会などには,家 族の中で私一人だ

けが参加 していました。そういった催 しは,私 にとっては忘れ られない経験

でした。かなり志の高い,同 じ考えを持った仲間の もとで,か なり意識的な

ら,忘 れられない経験です。 さて,私 はそこで多 くの志の高い仲間 と知 り合

いました。

私自身の,つ まり1929年 以降の私 と妻の家庭では,私 の舅や姑,妻,子 供

たちの誕生日を祝いました。 それに,い つ もクリスマスや復活祭などを祝い

ました。

労働組合のパーティや5月1日 のメーデーは,私 にとってはさらに大事で

した。そういう時 は,私 の妻 もいつも一緒で した。つまり,私 たちは,5月

1日 には一緒に行進しました。党のパーティにも,妻 はいつ も一緒 に参加 し

ました。

憲法記念日や母の日というのは,ま あ,そ んな日があるのだ ということは

考 えたことがあります。 しかし,何 か労働組合の催 し物があると,私 たちは

出かけていきましたが,そ の他 には特に祝いはしませんでした。母の 日には,

妻に何かちょっとしたプレゼン トをした り,思 い出になることをしました。

私たちの家庭の大晦日は,素 晴 らしかった ものです。両親の家ではな く,

私 と妻が家庭をもってか らですが,私 は,だ いたいは友人たちと一緒 に過 ご

しました。私の両親の家では,大 晦 日は祝いませんで した。

私の子供時代で一番素敵だった祝い事 は,復 活祭 とクリスマスでした。青

少年時代 は,自 分 自身の誕生 日が一番でした し,そ れに復活祭 とクリスマス

だって,楽 しかった ものです。大人になってからは,家 族 と一緒に祝 うクリ
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スマスと大晦日が一番大事な祝い事でした。

〈余 暇 〉

私 の両 親 は,余 暇 に は ほ とん ど家 に い ま した 。 彼 ら は あ ま り外 出 し ませ ん

で した 。 カ ナ リア が 父 の趣 味 で した 。 彼 は カ ナ リア を飼 育 して い た の で す 。

母 に は趣 味 は あ り ませ んで した 。 母 に は余 暇 な どな か った とい う こ とで す 。

彼 女 に とっ て は,少 しで も自分 の 休 養 時 間 が とれ さ えす れ ぼ,嬉 しい とい っ

た と ころ だ った で す 。

私 た ち は,両 親 と遠 足 に行 っ た こ とは あ りま す が,せ いぜ い 学 校 か ら組 織

され た 遠 足 で し た 。 私 た ち は大 体,グ リ ュー ネ ン ・イ ェー ガ ーGrdinenJdger

とか,ア ツ マ ー ・ブ ッ シ ュAteumerBzaschな どに 一 緒 に行 き ま し た。 私 の 妻

は,彼 女 の両 親 と しば し ば レ ヒマ ー ・ホル ツ 加 読 耀 γ肋 島 に行 っ た とい う

こ とで す 。 路 面 電 車 で レ ヒ マ ー ・ホル ツ まで 行 き,そ こか ら レ ヒ マ ー ・ホ ル

ツ を通 り抜 けて,ヴ ォ ル フ ェ ン ビ ュ ッ テルWolfenbtz'ttelま で彼 女 の祖 母 を訪

ね て 歩 い て行 っ た とい う こ とで す 。

私 の 両 親 は,叔 母 た ち や 親 戚 の人 々 とぼ か り,よ く行 き来 し て い ま した が,

父 の 同 僚 と は付 き合 って い ませ ん で した 。

父 は,た い て い,パ ー ペ ン シ ュ テ ィー ク の 『ム ッタ ー ・ハ ー ベ ニ ヒ ト』`躍班

terHabenicht'へ 行 き ま した 。 こ の飲 み屋 に は,今,私 た ち も,つ ま り私 と

妻 も行 き ます 。 この 飲 み屋 は独 特 で した 。1912年 に,私 の家 族 は ブル ク 広 場

に 引 っ越 した の で す が,そ こで初 め て,私 は父 に そ の 飲 み屋 へ連 れ られ て 行

き ま した 。そ の飲 み屋 は,労 働 者 が 行 きつ け に して い る小 さ な飲 み 屋 で し た。

み ん な そ の飲 み屋 に 行 っ た もの で す 。 家 へ の 帰 り道 に,電 車 を降 りて,寄 っ

て い くの で す 。 半 リ ッ ター の ビー ル とハ ー ベ ニ ヒ トの お っ母 さん が い ま した

か らね 。 彼 女 は,袖 を腕 ま く りして,き ま っ て青 い 前 掛 け を して い ま した 。

この 飲 み屋 に は,5つ の テ ー ブ ル が あ っ て,カ ウ ンタ ー が あ りま し た。 そ れ

に一 つ の 隅 に は柱 が あ っ て,も う一 つ の 隅 に は 斜 め に掛 け られ た黒 板 が あ り,

彼 女 は ビー ル を テ ー ブ ル に運 ぶ と,こ の黒 板 に チ ョー クで 印 をつ け ま した 。
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彼女は半 リッターのビールを持って くると,バ ッテン印をつけたのです。そ

うでないときは,チ ョークで引いた短い斜め線だけで した。

勘定 を払う時に,彼 女は客 に 「あなたの印はここので……」あるいは,「 あ

んたは,こ この印だか らビール5杯 分払 って」 と黒板 を見て言うのです。そ

れに対 して客が 「いいや,俺 はそんなに飲 んでいないよ」 と言うと,彼 女は

「黒板 を見てよ,私 があそこにつけた印を見て。あれがあんたの飲んだビール

の分よ」 と言うのです。彼女の店では,皿 とナイフとフォークと塩が前 に置

かれて,い つもそれにタマネギがありました。そうして私たちは朝食 をとっ

たものです。市庁舎 に仕事の用事で出かけた後には,い つも私の ところのエ

ンジニアと一緒にそこへ寄 りました。 どこかへ出かけると必ず,途 中で寄 っ

て,ビ ールを一杯,飲 んだ ものです。半 リッターのビール と中 ・小のビール

もあ りました。『ムッター・ハーベニヒ ト』は,本 当に独特な居酒屋です。私

の父は一一近 くに越 してきたので一 ほとんどここに通 っていました。その他

には,彼 はめったに飲み屋には行 きませんでした。 この飲み屋 は,古 い社民

主義者の集 まる場所でした。父 は,軍 国主義者だったにもかかわ らず,こ の

飲み屋に通ったのです。父は,昔 の知 り合いにここに連れて来 られた という

ことでした。

大 人 に な っ て か らは,私 は ス ポ ー ツ協 会 に 入 っ て い ま した 。 余 暇 は主 に ス

ポ ー ツ を して い ま し た 。私 の ス ポ ー ツ遍 歴 は,ラ ウ ン ダ ー ズSchlagball(:革

製 の ボ ー ル を バ ッ トの よ う な棒 で打 つ 競 技 で,各12人 か ら な る2チ ー ム の 間

で 争 わ れ,野 球 に似 て い る)で 始 ま り,自 転 車 ポ ロRadball,そ の後 にハ ン ド

ボ ー ルHandballを し ま した 。そ の 後,い く らか 大 き くな っ て か ら はサ ッカ ー

FuBballを し ま した 。 最 初 は ど こ の チ ー ム に も所 属 し て い な い 者 た ち が 集

まっ て,レ!オ ンハ ル ト広 場LeonhardtsPlatzで 練 習 して い た の で す が,そ の後

に ヤ ー ン広 場JahnPlatzで 練 習 す る よ う に な り ま した 。朝 の6時 に は,私 は も

うサ ッ カ ー場 にい ま した 。 サ ッカ ー場 で 練 習 を し て い た の で す 。 ス ポ ー ツが

私 の余 暇 の主 な 活 動 で した 。
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私は青少年指導者でした。ここのハノーファーHannoverの,シ ュタイン

フーダー湖SteinhuderMeerに 子供たち と行って,食 事の用意は自分たちで

しました。納屋で寝て,自 分たちで煮炊 きをして食事を作ったのですよ。納

屋では右側 に女の子,左 側に男の子が寝 ました。私は指導者 として参加 して

いたのです。到着 してか ら2,3日 後 に,数 人の女の子が私のところに来て,

「1さ ん,私 たちはぜんぜん寝 られ ません。あの男の子たちが,じ ゃまをする

のです。私たちの毛布や何かをはぎ取って持っていって しまうのです。だか

ら私たちは,ぜ んぜん寝 られません」と言 うのです。そこで,「 いったい,誰

がそんなことをするのだい?」 と私が尋ねると,「あの子 とあの子とあの子,

それにあの子 もです」 と名指 しました。 そこで私 は 「それ じゃあ,彼 らをど

うした らいいのか,考 えてみよう」と言って,女 の子 をなだめた りしました。

私たちは釜を持っていたのですが,軍 隊の釜です。だか ら,燃 料に木 を集め

なければな りませんでした。釜を設置 して,「 お前 と,お 前 と,お 前」「これ

を持って」と言 って,そ れぞれにひもを渡 し,「 さあ,行 くそ。木を集めて く

るのだ」 と言います。私たちは出かけて,木 を集め,木 をひもで束にまとめ

て,そ れを背負って帰ってきます。昼にはもう戻っています。昼ご飯 を食べ

て,私 は 「さあ,こ れか ら2時 間ばかり休んで,そ うしたらまた出かけるか

ら」 と言います。午後か ら夕方にかけて木を集め,ま た木 を持ち帰ってきた

ものです。そうすると,そ の子供たちは夕食を食べると,も う眠 くなって し

まいました。夕食後す ぐに寝てしまったのです。そんな風 にして2,3日 は

うまくいきました。そうすると,そ の内の一人が私の所に来て 「1さ ん,ど

うして僕たちはいつも木を集めに行かな くちゃあな らないのですか?」 と尋

ねるので,私 は 「どうしてか知 らなかったのかい」 と言 うと,彼 は 「わか り

ません」 と言います。そこで私は 「そうすることによって女の子たちが寝 ら

れるようにさ。お前たちは女の子たちを寝 させなかった じゃないか」「私はお

前たちを疲れさせるために連れて出かけたのさ。そうしたら,女 の子たちが

寝 られるか らね」「お前たちを殴 ることもできないし,そ んなことをするっ も

りもないか ら,そ の他にどんな方法があるっていうのだい」 と言 うと,彼 ら
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はいた く感激 しました。私 は彼 らを意のままに操 ることができたのですよ。

1920年 代のことでしたが,私 は彼 らを殴ることはできなかった し,他 にどん

な方法があったでしょう。私 自身,彼 らを殴 るなんて事 はできませんで した。

しか し,い ずれにして も彼 らは晩にはもう眠 くなって,寝 てしまいました。

そんな風 にして子供 をしっけることができるのです。両親の家を出て,自 分

の家族をもってからは,私 は私の子供たちとずいぶんしばしぼ出かけました。

だいたいはレヒマー ・ホルツへ行きました。私たちは,つ まり妻 と子供たち

と一緒に,私 はしじゅうこの近郊へ遠足に出か けていました。それにスポー

ツ協会の関係でも私たちは遠足 に出かけました。

1929年 か ら30年 の頃は,私 と妻 は,二 人だけで私たちの自由体操協会員の

たまり場へよく行 きました。公衆浴場付属の居酒屋です。 この居酒屋が協会

員のたまり場になっていたのです。つまり,ヤ ーン広場 ルぬ畷 伽 で練習した

後,そ こで私たちは着替えをしていました。当時 はまだ着替 え用キャビンな

どはありませんでした。っまり,そ こは協会のクラブ・ハウスだったのです。

そこには年取った主人がいました。彼 は,ハ ンネス ・ヴェデキン トHannes

VVedeleindと いう名前で,彼 も腕 まくりをして,青 い前掛けをした,根 っか ら

のブラウンシュヴァイク人でした。私たちはいつもそこに行 っていました。

この公衆浴場はヴォルフェンビュットラー通 り 既 肋%傭 舵7S磁 βθにあり

ました。そこか ら下 ってい くと,市 民公園です。 この公衆浴場は,今 もあり

ます。 このヴォルフェンビュッ トラー通 りの左側 に公衆浴場付属の居酒屋が

あって,右 側には昔は 『ホルツガルテン』1乃蜘 吻%が あ りました。 ここの

下には庭園レス トランがあ り,上には飲み屋がありました。戦争後はあのヴァ

リエテVariete'と か,い ろいろな団体がこの建物 に入っていました。第一次大

戦後のことですが,こ こで,い つも軽騎兵Husarenの 会合がありました。私

たちは,こ こにもよく行ったものです。以前は,自 由体操協会が,今 は孤児

院のある,市 の城壁外のザルツダールマー通 りSal2dahlemerStraBeで 自転

車競技のコースを作 りました。あの通 りは,昔 は自転車競技用コースだった
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の で す 。 私 た ち は,こ れ を譲 り受 けて,戸 外 運 動 場 に 作 りか えた の で す 。 そ

して,そ こ に私 た ち の 居 酒 屋 が あ った とい うわ け で す 。 それ が 自由 体 操 協 会

の ス ポー ツ協 会 ハ ウ ス な の で す 。 それ に,昔 は,レ オ ンハ ル ト広 場 に,今 は

も う あ り ませ ん が,『 マ グ ニ 門 シ ェ ン ケ 』`Magnitorscha'nke'が あ りま した 。こ

の飲 み 屋 は,マ グ ニ 門Magnitorに あ り ます 。私 た ち は,そ こに も よ く行 き ま

した し,今 も,私 た ち は,一 私 と妻 で す が 一,市 場 に行 く と,そ の 前 に あ

る の で,大 抵 は こ こに 寄 っ て,ち ょ っ と ビー ル を飲 み ます 。 この 『マ グ ニ 門

シ ェ ンケ 』 に は,私 た ち の 協 会 の サ ッ カ ー選 手 や 体 操 選 手 とか,皆 が 集 ま り

ま した 。ま だ他 に もあ ります 。レ オ ポ ル ド通 りLeoPoldstraBeに,市 営 屋 内体

操 場 が あ り,こ こ に は体 操 仲 間 が 集 ま り ま した 。 私 た ち は この体 操 場 で練 習

し た の で す 。 私 は男 子 体 操 競 技 を 一 緒 に練 習 して い ま した が,私 は青 少 年 体

操 手 だ った の で す 。夜,8時 か ら10時 まで の 男 子 体 操 の練 習 を終 え る と,私

た ち は ク ー 通 りKzahstraBeへ 繰 り出 し,『 ドー ラ 叔 母 さ ん 』`TanteZ)ora'と

か,『 ツ ア ・グ ロ ッケ 』`ZurGlocke'と い っ た 私 た ち の協 会 員 行 きつ け の飲 み

屋 へ行 き ま した 。『ドー ラ叔 母 さん 』へ 行 っ て,晩 酌 を した の で す 。私 た ち は,

い つ も金 曜 日 に,男 子 部 の 体 操 の練 習 を し ま した 。 当 時 は ま だ,土 曜 日 は休

日 で は あ り ませ ん で した 。


